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１　この「自己点検及び評価」は「日本語教育機関の告示基準解釈指針」を参考にした。

２　点検評価項目にはそれぞれ達成度合い（A、B、C）を以下のように示す。

　　達成度合いについて

　　A　達成されている

　　B　ほぼ達成されているが、不十分なところがあり改善に取り組んでいる

　　C　達成に向けて努力している

はじめに



（１） 教育の理念・目標 評価

（２） 機関運営

（３） 教育活動

（４） 学修成果

（５） 生徒支援

１日本語教育機関の理念、目的・目標や育成する人材が明確になっているか A

２その内容が社会のニーズに合致したものとなっているか A

１　日本語教育機関の理念や目的に沿った運営方針や事業計画が策定されているか A

２　組織運営や人事、財務管理に関する規程や意思決定システム、コンプライアンス

　　体制が整備されているか
A

１　教育理念等に沿った教育課程が体系的に編成されているか A

２　生徒が達成すべき日本語能力の目標が明示されているか A

３　成績評価や進級、修了の判定基準は明確になっており運用されているか A

４　教員の指導力の向上のための取り組み、教育課程の改善のための取り組みが行わ

　　れているか
A

５　教育課程の改善のための取り組みが行われているか A

１　生徒の日本語能力の向上が図られているか A

２　生徒の日本語能力が機関が定める到達目標に達しているか B

３　生徒の進路を適切に把握しているか A

１　生徒に対する学習相談や進路に対する支援体制が整備されているか A

２　健康管理や日本での生活指導などへの支援体制が整備されているか A

３　防災や緊急時における体制が整備されているか A



（６） 教育環境

（７） 入学者の募集

（８） 財務

（９） 法令順守

（１０） 地域貢献・社会貢献

１　日本語教育機関の施設・設備が十分かつ安全に整備されているか A

２　教材は適切か、学習効率を図るための環境整備がなされているか A

１　入学者の募集は適切に行われているか、その際に日本語教育機関の情報は正確に

　　伝えられているか、授業料等は適切か
A

１　中長期的に財務基盤は安定しているか A

１　出入国管理及び難民認定法及び各種関係法令等の順守と適切な運営、個人情報保

　　護の取り組み、自己点検の実施と改善及びその公開を適切に行っているか
A

１　日本語教育機関の資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献、生徒のボランティ

　　ア活動への支援、公開講座等の取り組みを行っているか
A

２　予算・収支計画は有効かつ妥当なものになっているか A

３　財務について会計監査は適切に行われているか A

４　財務情報の公開の体制はできているか A


